
こ
う
の
と
り
翔
る
郷

あ
し
た
の
ふ
る
さ
と
但
馬

を
め
ざ
し
て

こうのとり(豊岡市)

時
代
の
流
れ
が
、
成
長
の
時
代
か
ら
、

多
様
な
価
値
を
尊
重
す
る
成
熟
の
時
代

へ
と
移
行
す
る
中
、
2
0
0
1

年
と
い

う
世
紀
の
節
目
を
迎
え
、
新
し
い
世
紀

の
幕
開
け
を
祝
う
と
と
も
に
、
こ
の
2
1

世
紀
の
１
０
０
年
間
に
、
私
た
ち
が
愛

す
る
但
馬
を
ど
う
し
て
い
き
た
い
の
か
、

ど
う
い
っ
た
但
馬
で
あ
っ
て
ほ
し
い
の

か
な
ど
、
今
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
、
財

産
（
人
・
海
・
森
・
里
・
空
）
を
見
つ
め

な
お
し
、
次
代
へ
引
き
継
ぐ
べ
き
財
産

を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
但
馬

の
財
産
を
創
り
、
自
信
を
持
っ
て
「
ふ

る
さ
と
・
但
馬
」
を
多
く
の
方
々
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
契
機
と
し
て
「
但
馬
2
1世

紀
記
念
事
業
」
が
但
馬
各
地
で
実
施
さ
れ

ま
す
。

■

基
本
方
針

●
テ
ー
マ
／

こ
う
の
と
り
翔
る
郷
―
あ
し
た
の

ふ
る
さ
と
但
馬
－

を
め
ざ
し
て

●
サ
ブ
テ
ー
マ
／

2
1世
紀
へ
。
伝
え
よ
う
・
創
ろ
う
・

但
馬
の
魅
力
を
…
！

●
時
期
／

平
成
1
3年
４
月
～
平
成
1
4年
３
月

（
１
年
間
）

●
開
催
地
／
但
馬
各
地

●
推
進
主
体
／

但
馬
2
1世
紀
記
念
事
業
推
進
協
議
会

14
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2
1世
紀
と
い
う
節
目
を
迎
え
、

伝
え
た
い
、
創
り
た
い
私
た
ち
の
但
馬
。

創
り
た
い
但
馬｜

幽
但
馬
2
1世

紀

シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

●
記
念
講
演

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

・
日
時
／
春
ご
ろ

・
場
所
／
未
定

2
1世
紀
を
迎
え
、
今
一
度
、
私
た
ち
の
ふ

る
さ
と
但
馬
を
見
つ
め
な
お
し
、
「
2
1世

紀
に
！
創
ろ
う
、
魅
力
あ
る
但
馬
！
」
を

テ
ー
マ
に
、
記
念
講
演
な
ど
を
実
施
し
、

2
1世
紀
の
但
馬
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る

場
と
し
ま
す
。

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
中
央
会
場
と
は
別

に
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
使
い
、

複
数
市
町
で
同
時
に
参
加
で
き
る
よ
う
に

し
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ

。
卜
技
術
な
ど
を

使
い
、
各
家
庭
で
の
視
聴
や
、
メ
ー
ル
に

よ
る
参
加
な
ど
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に

参
加
い
た
だ
け
る
取
り
組
み
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

問
／
但
馬
2
1世
紀
記
念
事
業
推
進
協
議
会

（
但
馬
広
域
行
政
事
務
組
合
内
）

T
E
L
0
7
9
6
（
２
４
）
2
2
4
7

ダ
ー魅

力

あ

る

但

馬

ニ

ュ

ー

観

光
ル

ー

ト

剔

出

事

業

但
馬
に
は
、
魅
力
あ
る
資
源
や
、
特
色
あ

る
施
設
な
ど
が
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
充

分
に
活
か
し
き
れ
て
い
な
い
も
の
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

2
1世
紀
の
節
目
に
あ
た
り
、
よ
り
多
く
の

方
に
但
馬
へ
の
来
但
や
回
遊
を
図

る
た

め
、
但
馬
を
特
色
あ
る
ブ
ロ
。
ク
に
分
け
、

そ
れ
ら
の
資
源
の
有
機
的
な
ネ

。
ト
ワ
ー

ク
に
よ
り
、
観
光
ル
ー
ト
を
つ
く
り
ま
す
。

５
月
頃
実
施
予
定
で
す
。
お
楽
し
み
に
！・

鮪

但

馬
2
1
世

紀

ミ

ュ

ー

ジ

カ

ル

●
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル

「
こ
う
の
と
り

が
飛

ぶ
と
き
」
の
上
演

・
日

時
／
秋
ご
ろ

・
場
所
／
温
泉
町
　

夢

ホ
ー
ル

ハ

鹿
町
　

町
民
会
館

但
馬

の
空

か
ら
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
消

え
て
何

年
経
つ
の
だ
ろ
う
か
？
そ
の
間

に
私
た
ち

は
快
適

さ
と
引

き
換

え
に

、
何

か
を
失
っ

て
し
ま
っ
だ
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
？

コ
ウ
ノ
ト
リ
を
す
べ
て
の
生
き
も
の
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
、
人

と
自
然

と
の
共

生
を
テ

ー
マ
に

、
フ
ァ
ン
タ
ジ
。
ク
に
描
い
た
エ
コ
ロ

ジ
ー
ミ
ュ
上

ソ
カ
ル
を
上

演
し
、
2
1世
紀
の

地
域

づ
く
り

に
つ
い
て
考
え
る
機
会

と
し

ま
す
。

・

シ
ン

ボ
ル

事
業

ひ
ょ
う
ご
2
1世
紀
記
念
事
業
連
絡
協
議
　

な
ど
の
樹
種
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
で
は
、
2
0
0
2
年
２
月
ま
で
の
間
　

あ
な
た
が
こ
の
2
0世
紀
か
ら
2
1世
紀
の

に
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
、
主
体
的
に
　

節
目
に
生
き
た
と
い
う
証
に
、
ま
た
、
来

記
念
植
樹
を
お
こ
な
う
「
兵
庫
の
森
づ
　

る
べ
き
未
来
へ
の
夢
、
メ
。
セ
ー
ジ
を
木

く
り
」
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
　
　

に
託
し
て
、
家
族
や
グ
ル
ー
プ
で
記
念

植
樹
す
る
樹
種
に
つ
い
て
は
、
気
候
・
風
　

樹
を
植
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

土
に
適
合
し
、
生
物
の
多
様
性
や
希
少
　

問
／
ひ
ょ
う
ご
2
1世
紀
記
念
事
業

種
の
保
全
な
ど
の
観
点
か
ら
、
但
馬
に
　
　
　
　
　
　
　
　

連
絡
協
議
会
事
務
局

お
い
て
は
コ
ブ
シ
、
ブ
ナ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
（
３
９
３
）
2
0
0
1

円山川(日高町)
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但馬牛（村岡町）

ざんざか踊り（浜坂町）

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
但
馬
の
魅
力
を
見
つ
め
直
し
、

次
代
へ
引
き
継
ぐ
財
産
を
整
理
す
る
と
と
も
に

新
た
な
但
馬
の
財
産
を
つ
く
る
契
機
と
し
た
い
。

礁
2
1
世

紀

へ

残

し

た

い

。

但

馬

の

風

景

写

真

募

集

事

業

2
0世
紀
の
１
０
０
年
間
に
お
い
て

、
そ
れ
ま

で
の
長

い
間

受
け
継

が
れ
た
優

れ
た
景

観

（
棚
田
）
、
文
化
（
川

い
と
で
野
菜
を
洗
う
）
、

伝
統
芸

能
（
太
鼓
）
な
ど

の
多

く
を
失
っ
た

の
で

は
な

い
で
し
ょ
う

か
？

今

一
度

立

ち

止

ま

り

、
今

あ

る
も
の
で
こ

れ

か
ら
の
時

代

に
残

し
て
い
か
な

け
れ
ば

な
ら

な
い
但

馬

の
景

観

、
文

化

、
芸

能

な
ど
の
写

真

を

募
集

し
ま
す

。
入
賞
作
品

に
つ

い
て
は
写

真
集

の
作

成
や
展
示

会
を
開
催

し

、
但
馬

内
外

に
広

く
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
と
し
ま
す
。

◆

題

材
／

後
世

の

人
た
ち

に
伝

え

た

い
、

残
し
た

い
但
馬
内

に
お
け

る
自
然

・
歴
史

に

か
か
わ

る
、
現
存
す

る
風
景

が
被
写

体

で

あ
る
こ
と

・
自
然
一
山
河
、
海
岸
な
ど
の
自
然
の
風
景

・
歴
史
一
歴
史
的
町
並
み
、
歴
史
的
建
造
物

・
文
化
一
伝
統
芸
能
、
文
化
遺
産
、
生
活
習

慣
な
ど
幅
広
い
文
化

◆
賞大
賞
／
Ｉ
点
以
内

特
選
／
２
点
以
内

入
選
／
1
0点
以
内

佳
作
／
2
0点
以
内

◆
撮
影
期
間
／
平
成
1
3年
４
月
１
日
～

平
成
1
4年
３
月
3
1日

◆
応
募
期
間
／
平
成
1
4年
４
月
１
日
～

平
成
1
4年
５
月
3
1日

問
／
（
財
）
但
馬
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
会

兵
庫
県
豊
岡
市
山
王
町
‥Ｈ－
2
8

T
E
L
0
7
9
6
（
２
４
）
2
2
4
7

但馬空港フェスティバル

但

馬
四

季

彩

イ

ベ
ン

ト
2
0
0
1

●
但
馬
・
森
ま
つ
り

・
日
時
／
春
（
予
定
）

・
場
所
／
但
馬
高
原
植
物
園

（
村
岡
町
）
ほ
か

ブ
ナ
林
に
代
表
さ
れ
る
、
但
馬
の
豊
か
な

森
の
文
化
や
恵
み
な
ど
の
魅
力
に
つ
い
て
、

新
緑
や
春
の
花
が
咲
き
乱
れ
る
会
場
で
、

イ
ベ
ン
ト
や
味
覚
を
通
し
、
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

問
／
同
実
行
委
員
会

T
E
L
0
7
9
6
（
９
４
）
0
3
2
1

●
但
馬
空
港
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

・
日

時
／
８
月
2
5・
2
6日
（
予
定
）

・
場
所
／

但
馬

空
港
（
豊
岡
市

・
日
高
町
）

2
1世
紀
を
担
う
子

供
た
ち
を
中

心
に
、
体

験
で
き
る
機
会
な
ど
を
提
供
し
、
空
の
魅
力

を
、
イ
ベ
ン
ト
や
展
示
を
通
し
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

問
／

同
実
行
委
員
会

T
E
L
0
7
9
6

（
２
３
）
1
4
0
1

氷ノ山のプナ林(大屋町)
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但馬 牛̈ ま つりII

●
但
馬
・
日
本
海
ま
つ
り

・
日
時
／
９
月
1
6日
（
予
定
）

・
場
所
／
香
住
漁
港
西
港
ほ
か

恵
み
を
も
た
ら
す
豊
か
な
日
本
海
の
味
覚

や
、
優
れ
た
景
観
な
ど
多
く
の
魅
力
を
見

た
り
、
食
べ
た
り
、
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ

ー
を
通
じ
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

問
／
同
実
行
委
員
会

T
E
L
0
7
9
6
（
３
６
）
1
1
1
1

●
但
馬

。牛
ま
つ
り

’

・
日
時
／
９
月
2
2・
2
3日
（
予
定
）

・
場
所
／
但
馬
牧
場
公
園

（
温
泉
町
）

但
馬
牛
を
通
し
、
人
間
と
動
物
が
と
も
に

共
存
し
て
い
た
2
0世
紀
を
振
り
返
る
と
と

も
に
、
2
1世
紀
に
お
け
る
あ
り
方
、
日
本

一
の
但
馬
牛
の
産
地
・
但
馬
を
広
く
Ｐ
Ｒ

し
ま
す
。

問
／
同
実
行
委
員
会

T
E
L
0
7
9
6
（
９
２
）
1
1
3
1

丿･ ／ ／　 ．／

但馬・食文化まつり

●
但
馬
・
食
文
化
ま
つ
り

・
日
時
／
秋
（
予
定
）

・
場
所
／
和
田
山
町
中
央
文
化
公
園
周
辺

但
馬
を
育
み
、
但
馬
人
を
育
ん
だ
、
但
馬

の
食
文
化
を
2
1世
紀
へ
伝
え
ま
す
。
但
馬

の
里
の
文
化
や
味
覚
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

問
／
同
実
行
委
員
会

T
E
L
0
7
9
6
（
７
２
）
3
3
0
1

‘゙¶●

但

馬

・
ま
る

ご
と
感
動
市

・
日

時
／

‥
1
1
1
1

一
月
1
0
・
廿一
日
（
予

定
）

・
場

所
／

但
馬
空

港
（
豊
岡
市

∴
口
高
町

）

2
1世

紀
の
但
馬

づ
く
り

に
つ
な

が
る
食

・

物
産
を

一
堂

に
集

め

、
情
報
発
信
を
図
り

ま
す

。

問
／
同

実
行

委
員
会

T
E
L
0
7
9
6

（
２
３
）
1
0
0
1

糎

地

域

・

団

体

事

業

参

加

募

集

中

但

馬
2
1
世

紀

記

念

事

業

推

進

協

議

会

で

は

、
住

民

、
事

業

者

、
各

種

団

体

の

方

々

が

企

画

・
実

施

す

る

イ

ベ
ン

ト

を

但

馬
2
1
世

紀

記

念

事

業

の
「
地

域

・
団

体

事

業

」
と

し

て

募

集

い

た

し

ま

す

。
2
1
世

紀

の

幕

開

け

を

祝

い

、
こ

れ

か

ら

の

地

域

を

つ

く

っ
て

い

く

イ

ベ
ン

ト

を

ど

ん

ど

ん

計

画

し

て

く

だ

さ

い

。

●

対

象

事

業

・

平

成
1
3
年

４

月

１

日

～

平

成
1
4
年

３

月

3
1日

の

間

に

、

但

馬

地

域

で

実

施

さ

れ

る

も

の

・

公

序

良

俗

に

反

し

な

い

も

の

・

参

加

者

の

資

格

に

制

限

が

な

く

、

一

般

に

公

開

さ

れ

て

い

る

も

の

・

政

治

活

動

ま

た

は

宗

教

活

動

で

は

な

い

も

の

・

営

利

を

目

的

と

し

な

い

も

の

・

そ

の

他

、

但

馬
2
1
世

紀

記

念

事

業

と

し

て

ふ

さ

わ

し

い

も

の

●

お

申

し

込

み

方

法

但

馬

広

域

行

政

事

務

組

合

Ｈ

Ｐ

（
ゴ
呑

ミ
w

ｗ
ｗ
.
ｔａ
ｊｉｍ

ａ
.ｏ
ｒ
ｊｐ
）

上

に

掲

載

し

て

あ

る

申

込

用

紙

、
ま

た

は

各

市

町

但

馬
2
1
世

紀

記

念

事

業

担

当

課

に

備

え

付

け

の

中

込

用

紙

に

必

要

事

項

を

ご

記

入

の

上

、
但

馬
2
1
世

紀

記

念

事

業

推

進

協

議

会

へ

郵

送

、
Ｆ

Ａ

Ｘ

、
ま

た

は

？
ヨ

乱

で

お

申

し

込

み

く

だ

さ

い

。
要

件

な

ど

の

確

認

を

経

て

参

加

イ

ベ
ン

ト

と

し

て

登

録

し

ま

す

。

●

記

念

事

業

に

登

録

さ

れ

た

ら

・

記

念

事

業

の

広

報

活

動

を

通

じ

て

Ｐ

Ｒ

を

行

い

ま

す

。

・

イ

ベ

ン

ト

名

に

「
但

馬
2
1

世

紀

記

念

事

業

」
の

表

示

を

入

れ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

●

そ

の

他

な

お

、

記

念

事

業

の

実

施

に

か

か

る

経

費

は

、

主

催

者

の

負

担

で

す

。

●

お

問

い

合

わ

せ

先

但

馬
2
1
世

紀

記

念

事

業

推

進

協

議

会

（
但

馬

広

域

行

政

事

務

組

合

内

）

〒

６

６

８
－
0
0
4
4

兵

庫

県

豊

岡

市

山

王

町
1
1
－
2
8

T
E
L
0
7
9
6

（
２

４

）
2
2
4
7

e
‐
m
a
i
l
 ｔ
j
m‐
ｋ
ｉ
ｋ
ａ
ｋ
ｕ
＠

ｔａ
ｊ
ｉｍ

ａ
.ｏ
ｒ
.
jｐ

2
1世
紀
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
新
し

い
世
紀
の
幕
開
け
で
す
。
私
た
ち
の

ふ
る
さ
と
但
馬
を
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
の
か
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
思
い
、
行
い
の
積
み
重
ね
で
す
。

但
馬
に
は
た
く
さ
ん
の
財
産
（
原
石
）

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
価
値
を
そ
れ
ぞ

れ
の
心
に
刻
み
込
み
、
私
自
身
で
で

き
る
（
磨
く
）
こ
と
は
な
い
の
だ
ろ
う

か
と
、
心
に
と
め
て
ほ
し
い
の
で
す
。

何
を
残
し
、
次
世
代
へ
伝
え
て
い
く

の
か
。
何
を
変
え
て
、
新
し
く
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

こ
れ
か
ら
の
１
０
０
年
を
素
晴
ら
し

い
も
の
に
す
る
た
め
に
も
、
み
ん
な

で
但
馬
の
こ
と
を
考
え
て
い
き
ま
し

よ
つヽ
。

１７
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